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基礎排出量と調整後排出量5-1



算定する排出量の種類

◆ガス別の温室効果ガス算定排出量（基礎排出量）

– 自らの事業活動に伴い、直接的又は間接的に排出した温室効果ガス排出量

◆調整後温室効果ガス排出量（調整後排出量）

– 基礎排出量を基本とし、クレジットの無効化量等を考慮し調整した温室効果ガス排出量

5-1 基礎排出量と調整後排出量



基礎排出量と調整後排出量

基礎排出量と調整後排出量5-1
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基礎排出量の算定方法5-2



温室効果ガスの種類 算定の対象期間

エネルギー起源二酸化炭素 （エネルギー起源CO2）

◆年度 
報告する年度の前年度
（前年4月～当年3月）

非エネルギー起源二酸化炭素 （非エネルギー起源CO2）

メタン （CH4）

一酸化二窒素 （N2O）

ハイドロフルオロカーボン類 （HFC）

◆暦年 
報告する年の前年
（前年1月～12月）

パーフルオロカーボン類 （PFC）

六ふっ化硫黄 （SF6）

三ふっ化窒素 （NF3）

対象となる温室効果ガス

6.5ガス

エネルギー起源
二酸化炭素以外の
温室効果ガス

基礎排出量の算定方法5-2



基本的な排出量の算定方法

1 自社の事業活動で算定対象となる排出活動を抽出

基礎排出量の算定方法5-2

2 抽出した排出活動ごとに決まった算定方法・排出係数で排出量を算定

◆ 活動量：生産量､使用量､焼却量など排出活動の規模を表す量であり、事業者自らで把握する。

◆ 排出活動によっては上式と異なる算定式の場合もある。

温室効果ガス排出量 ＝ 活動量 × 排出係数
基本的な
算定方法

3 2で算定した排出量を温室効果ガスごとに合算

4 3で合算した温室効果ガスの種類ごとの排出量をCO2の単位に換算

温室効果ガス排出量（tCO2）＝ 温室効果ガス排出量（tガス）×地球温暖化係数［GWP］



エネルギー起源二酸化炭素（CO2）

都市ガスの使用

燃料の使用

他人から供給された電気の使用

他人から供給された熱の使用

算定の対象となる排出活動（1/3）

基礎排出量の算定方法5-2

非エネルギー起源二酸化炭素（CO2）

石炭の生産

原油又は天然ガスの試掘

原油又は天然ガスの性状に関する試験の実施

原油又は天然ガスの生産

原油の輸送

地熱発電施設における蒸気の生産

セメントの製造

生石灰の製造

ソーダ石灰ガラスの製造

炭酸塩の使用

アンモニアの製造

非エネルギー起源二酸化炭素（CO2）

シリコンカーバイドの製造

カルシウムカーバイドの製造

二酸化チタンの製造

ソーダ灰の製造

エチレン等の製造

カルシウムカーバイドを原料としたアセチレンの使用

電気炉における炭素電極の使用

鉄鋼の製造における鉱物の使用

鉄鋼の製造において生じるガスの燃焼（フレアリング）

潤滑油等の使用

非メタン揮発性有機化合物（NMVOC）を含む溶剤の焼却

ドライアイスの製造

ドライアイスの使用

炭酸ガスのボンベへの封入

炭酸ガスの使用

耕地における肥料の使用

廃棄物の焼却



算定の対象となる排出活動（2/3）

基礎排出量の算定方法5-2

一酸化二窒素（N2O）

燃料の使用

木炭の製造

原油又は天然ガスの性状に関する試験の実施

原油又は天然ガスの生産

アジピン酸等の製造

麻酔剤の使用

半導体素子等の製造

家畜の排せつ物の管理

耕地における肥料の使用

耕地における農作物の残さの肥料としての使用

林地における肥料の使用

農業廃棄物の焼却

堆肥の生産

廃棄物の焼却

工場廃水の処理

下水、し尿等の処理

メタン（CH4）

燃料の使用

コークスの製造

電気炉における電気の使用

石炭の生産

木炭の製造

原油又は天然ガスの試掘

原油又は天然ガスの性状に関する試験の実施

原油又は天然ガスの生産

原油の輸送

原油の精製

天然ガスの輸送

都市ガスの製造

都市ガスの供給

地熱発電施設における蒸気の生産

エチレン等の製造

家畜の飼養（消化管内発酵）

稲作

農業廃棄物の焼却

廃棄物の埋立処分

堆肥の生産

廃棄物の焼却

工場廃水の処理

下水、し尿等の処理



パーフルオロカーボン（PFC）

パーフルオロカーボンの製造

半導体素子等の製造におけるPFC、HFC又はNF3の使用

光電池の製造におけるPFCの使用

溶剤等の用途へのPFCの使用

鉄道事業又は軌道事業用整流器の廃棄

算定の対象となる排出活動（3/3）

基礎排出量の算定方法5-2

ハイドロフルオロカーボン（HFC）

クロロジフルオロメタンの製造

ハイドロフルオロカーボンの製造

マグネシウム合金の鋳造

半導体素子等の製造におけるHFC又はPFCの使用

冷凍空気調和機器の製造におけるHFCの封入

業務用冷凍空気調和機器の使用開始におけるHFCの封入

業務用冷凍空気調和機器の整備におけるHFCの回収及び封入

家庭用電気冷蔵庫等HFC封入製品の廃棄におけるHFCの回収

プラスチック製造における発泡剤としてのHFCの使用

噴霧器の製造におけるHFCの封入

噴霧器の使用

溶剤等の用途へのHFCの使用

六ふっ化硫黄（SF6）

六ふっ化硫黄の製造

マグネシウム合金の鋳造

半導体素子等の製造におけるSF6の使用

変圧器等電気機械器具の製造及び使用の開始におけるSF6の封入

変圧器等電気機械器具の使用

変圧器等電気機械器具の点検におけるSF6の回収

変圧器等電気機械器具の廃棄におけるSF6の回収

粒子加速器の使用

三ふっ化窒素（NF3）

三ふっ化窒素の製造

半導体素子等の製造におけるNF3の使用



排出係数の掲載場所：算定方法・排出係数一覧

基礎排出量の算定方法5-2

※こちらの排出係数はあくまで例です。算定を行う際は、公表されている最新の値を用いてください。



※こちらの排出係数はあくまで例です。算定を行う際は、公表されている最新の値を用いてください。

排出係数の掲載場所：算定方法・排出係数一覧

基礎排出量の算定方法5-2



※こちらの地球温暖化係数はあくまで例です。算定を行う際は、公表された最新の値を用いてください。

排出係数の掲載場所：算定方法・排出係数一覧

基礎排出量の算定方法5-2



※ガス・熱の排出係数は同様に別表の事業者別係数一覧を確認してください。
※こちらの排出係数はあくまで例です。算定を行う際は、公表された最新の値を用いてください。

排出係数の掲載場所：電気事業者別排出係数一覧

基礎排出量の算定方法5-2



具体的な算定事例5-3



事例① 燃料の使用（エネルギー起源CO2）

01 活動の概要と排出形態

具体的な算定事例5-3

02 算定式

◆ 石炭、石油製品、天然ガス等の化石燃料又は廃棄物を原材料とする燃料（バイオマスを除く。）を燃焼

させた際、燃料中に含まれている炭素が CO2となり、大気中へ排出されます。 ※都市ガスを除く

03 活動量

CO2排出量（tCO2） ＝

◆ 燃料の使用量。

◆ 省エネ法の定期報告に従い把握。

（燃料の種類ごとに）燃料の使用量（t, kl, 千m3）

× 単位発熱量（GJ/t, GJ/kl, GJ/千m3）

×単位発熱量当たりの炭素排出量（炭素排出係数）（tC/GJ）

× 44/12



事例① 燃料の使用（エネルギー起源CO2）

例 一年間に使用したA重油の使用量を2,500（kl）と仮定し、試算すると…

具体的な算定事例5-3

算定式

A重油使用量

2,500（kl）× 38.9（GJ/kl）× 0.0193（tC/GJ）× 44/12（tCO2/tC）＝ 6,882.058（tCO2）

発熱量 炭素排出係数 CO2換算 CO2排出量

燃料の使用によるCO2排出量（tCO2）は6,882（tCO2）となる
（小数点以下切り捨て）



事例② 他人から供給された電気の使用（エネルギー起源CO2）

01 活動の概要と排出形態

具体的な算定事例5-3

02 算定式

◆ 他人から供給された電気を使用する際、他人が発電する際に排出した CO2を間接的に排出したものと

みなします。

証書等に係る排出量

CO2排出量（tCO2） ＝

◆ 非化石電源二酸化炭素削減相当量

◆ グリーンエネルギー二酸化炭素削減相当量（グリーン電力証書由来）

◆ Ｊ－クレジット、国内クレジット及びオフセット・クレジット（J-VER）のうち再エネ電力由来のもの

※他者が創出した証書等のうち、自らに移転され、無効化されたものが対象。

電気の使用量（kWh） × 単位使用量当たり排出量（tCO2/kWh）

（※当該年度の電気の使用量に、当該年度の前年度の基礎排出係数を乗じる）

－需要家自身が調達した証書等に係る排出量のうち無効化した量

＋需要家自身が創出した証書等に係る排出量のうち他者へ移転した量



03 排出係数

事例② 他人から供給された電気の使用（エネルギー起源CO2）

具体的な算定事例5-3

算定に用いる排出係数は、電気の供給形態等により以下の3通り

04 活動量

◆ 電気の使用量。

◆ 省エネ法の定期報告に従い把握。

① 電気事業者から供給された電気を使用している場合は、
国が公表する電気事業者ごと・メニューごとの排出係数

② 上記以外の者から供給された電気を使用している場合は、
①の係数に相当する係数で、実測等に基づく排出係数として適切と認められるもの

③ ①及び②の方法で算定できない場合は、①及び②の係数に代替するものとして
環境大臣・経済産業大臣（制度所管大臣）が公表する係数（代替値）



例
一年間に使用した電気の使用量を1,234万（kWh）と仮定し、
●●電力メニューBの基礎排出係数で試算すると…

具体的な算定事例5-3

算定式

電気使用量

1,234万（kWh） × 0.000167（tCO2/kWh） ＝ 2,060.8（tCO2）

排出係数(●●電力メニューB) CO2排出量

他人から供給された電気の使用によるCO2排出量（tCO2）は2,060（tCO2）となる
（小数点以下切り捨て）

事例② 他人から供給された電気の使用（エネルギー起源CO2）

◆ 当該年度の電気使用量に、当該年度の前年度の排出係数を乗じて算定。

◆ （例）R6年度のCO2排出量＝R6年度電気使用量×R5年度排出係数



01 活動の概要と排出形態

具体的な算定事例5-3

02 算定式

◆ 工場廃水の処理に伴いCH4、N2Oが発生します。

※BOD（Biochemical Oxygen Demand）＝生物化学的酸素要求量

CH4排出量（tCH4）

＝工場廃水処理施設流入水に含まれるBODで表示した汚濁負荷量（kgBOD）

×単位BOD当たりの工場廃水処理に伴う排出量（tCH4/kgBOD）

N2O排出量（tN2O）

＝工場廃水処理施設流入水中の窒素量（tN）

×単位窒素量当たりの処理に伴う排出量（tN2O/tN）

事例③ 工場廃水の処理（CH4・N2O）



03 活動量

事例③ 工場廃水の処理（CH4・N2O）

具体的な算定事例5-3

活動量は、それぞれ、工場廃水処理施設流入水に含まれるBODで表示した汚濁負荷量、窒素量です。

同量は以下の算定式に従い把握します。

BOD で表示した汚濁負荷量（kgBOD）

＝工場廃水処理施設流入水量（m3：廃水処理記録等に基づき把握）

×工場廃水処理施設流入水中のBOD濃度（mgBOD/l：実測により把握）

÷1,000 

工場廃水処理施設流入水中の窒素量（tN）

＝①工場廃水処理施設流入水量（m3：廃水処理記録等に基づき把握）

×②工場廃水処理施設流入水中の全窒素濃度（mgN/l：実測により把握）

×10-6



具体的な算定事例5-3

事例③ 工場廃水の処理（CH4・N2O）

例
活動量の説明に記載された算定式に従い把握された汚濁負荷量を
1,000（tBOD）と仮定し、試算すると…

算定式

汚濁負荷量

1,000 (tBOD)   ×   0.0000012 (tCH4/kgBOD)     =   1.2 (tCH4)

食料品製造業の工場廃水処理に伴う排出量 CH4排出量

工場廃水の処理によるCH4排出量は1.2(tCH4）となる

その他のメタンからの排出活動として「燃料の使用」のみが該当しており、その排出量が112（tCH4）だった場合、メタンの排出量は

工場廃水の処理 燃料の使用

1.2 (tCH4) ＋ 112 (tCH4)   = 113.2 (tCH4) 

 113.2 (tCH4)   × 28 = 3169.6 (tCO2) → 3,169 (tCO2) （小数点以下切り捨て） 

地球温暖化係数 CO2換算値CH4排出量



調整後排出量の算定方法5-4



基礎排出量と調整後排出量

調整後排出量の算定方法
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◆ 最新の制度

◆ 制度改定に向けた議論の状況報告

◆ 詳細な算定・報告マニュアル

算定報告公表制度 検索

算定・報告・公表制度Webサイト



◆ 略称：GVCヘルプデスク

GVCヘルプデスク 検索

お問い合わせ

グリーン・バリューチェーンヘルプデスク
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